
大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
の
推
進
に
関
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
六
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

奈
良
県
条
例
第
十
三
号

大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
の
推
進
に
関
す
る
条
例

目
次前

文
第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
七
条
）

第
二
章

治
水
対
策
（
第
八
条
）

第
三
章

流
域
対
策
（
第
九
条
―
第
十
九
条
）

第
四
章

土
地
利
用
対
策
（
第
二
十
条
・
第
二
十
一
条
）

第
五
章

支
川
流
域
市
町
村
と
の
連
携
（
第
二
十
二
条
・
第
二
十
三
条
）

第
六
章

雑
則
（
第
二
十
四
条
）

第
七
章

罰
則
（
第
二
十
五
条
―
第
二
十
八
条
）

附
則

奈
良
県
は
、
昭
和
五
十
七
年
の
大
和
川
大
水
害
を
契
機
に
、
大
和
川
流
域
に
お
い
て
、
河
川
及
び
ダ

ム
の
整
備
等
の
治
水
対
策
並
び
に
河
川
等
に
雨
水
が
急
激
に
流
入
す
る
こ
と
を
抑
制
す
る
た
め
の
雨
水

貯
留
浸
透
施
設
及
び
た
め
池
治
水
利
用
施
設
の
整
備
等
の
流
域
対
策
か
ら
な
る
総
合
治
水
に
、
国
、
市

町
村
、
県
民
、
事
業
者
そ
の
他
の
大
和
川
流
域
に
係
る
関
係
者
の
協
力
の
下
、
取
り
組
ん
で
き
た
。

し
か
し
、
流
域
対
策
の
取
組
の
停
滞
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
う
小
規
模
開
発
の
増
加
及
び
た

め
池
の
減
少
、
浸
水
区
域
の
市
街
化
等
の
総
合
治
水
に
関
す
る
新
た
な
課
題
が
発
生
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
総
合
治
水
の
取
組
を
踏
ま
え
、
国
及
び
市
町
村
と
連
携
し
、
河
川
、

農
林
及
び
都
市
計
画
に
係
る
総
合
治
水
の
取
組
を
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
総
合
治
水
の

取
組
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
治
水
対
策
及
び
流
域
対
策
に
土
地
利
用
対
策
を
加
え
た
三
つ
の
対
策
か
ら
な
る
大
和
川
流

域
に
お
け
る
総
合
治
水
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
県
、
県
民



及
び
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
の
基
本
と
な

る
事
項
等
を
定
め
て
、
大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
を
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
浸

水
被
害
か
ら
県
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
し
、
も
っ
て
県
民
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

一

大
和
川
流
域

大
和
川
に
雨
水
が
流
入
す
る
土
地
の
区
域
で
あ
っ
て
、
知
事
が
告
示
す
る
区
域

を
い
う
。

二

大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水

河
川
の
整
備
、
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
、
防
災
調
整
池
等
の

設
置
、
適
正
な
土
地
利
用
の
誘
導
そ
の
他
の
大
和
川
流
域
に
お
け
る
浸
水
被
害
の
防
止
又
は
軽
減

を
図
る
た
め
の
施
策
を
い
う
。

三

大
和
川
水
系
河
川
整
備
計
画

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
六
条
の

二
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
定
め
た
大
和
川
水
系
の
河
川
の
整
備
に
関
す
る
計
画
を
い
う
。

四

大
和
川
流
域
整
備
計
画

大
和
川
流
域
に
係
る
関
係
機
関
か
ら
な
る
大
和
川
流
域
総
合
治
水
対

策
協
議
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
の
基
本
方
針
を
定
め
た
計
画

を
い
う
。

五

雨
水
貯
留
浸
透
施
設

雨
水
を
一
時
的
に
貯
留
し
、
又
は
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
機
能
（
以
下
「

雨
水
貯
留
浸
透
機
能
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る
施
設
で
あ
っ
て
、
浸
水
被
害
の
防
止
又
は
軽
減
を

目
的
と
す
る
も
の
を
い
う
。

六

た
め
池
治
水
利
用
施
設

た
め
池
を
改
良
す
る
こ
と
に
よ
り
雨
水
を
一
時
的
に
貯
留
す
る
機
能

（
以
下
「
雨
水
貯
留
機
能
」
と
い
う
。
）
を
高
め
る
施
設
で
あ
っ
て
、
浸
水
被
害
の
防
止
又
は
軽

減
を
目
的
と
す
る
も
の
を
い
う
。

七

水
田
貯
留
施
設

水
田
を
改
良
す
る
こ
と
に
よ
り
雨
水
貯
留
機
能
を
高
め
る
施
設
で
あ
っ
て
、

浸
水
被
害
の
防
止
又
は
軽
減
を
目
的
と
す
る
も
の
を
い
う
。

八

特
定
開
発
行
為

大
和
川
流
域
に
お
け
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
を
い
う
。

ア

採
石
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
十
一
号
）
第
三
十
三
条
又
は
第
三
十
三
条
の
五
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
岩
石
の
採
取
で
あ
っ
て
、
当
該

岩
石
の
採
取
に
係
る
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

イ

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
知



事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
同
項
に
規
定
す
る
開
発
行
為

ウ

宅
地
造
成
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
本
文
又
は
第

十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
同
法
第
二
条
第
二
号

に
規
定
す
る
宅
地
造
成
に
関
す
る
工
事
で
あ
っ
て
、
当
該
宅
地
造
成
に
関
す
る
工
事
に
係
る
面

積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

エ

砂
利
採
取
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
十
六
条
又
は
第
二
十
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
知
事
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
砂
利
の
採
取
で
あ
っ
て
、
当
該
砂
利
の
採

取
に
係
る
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

オ

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は

第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
同
法
第
四

条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
開
発
行
為
で
あ
っ
て
、
当
該
開
発
行
為
に
係
る
面
積
が
千
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
の
も
の

九

防
災
調
整
池

特
定
開
発
行
為
に
よ
る
河
川
等
へ
の
雨
水
の
流
出
量
の
増
大
を
抑
制
す
る
施
設

の
う
ち
、
雨
水
貯
留
機
能
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

第
三
条

大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
は
、
そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
国
、
県
、
市
町
村
、
県

民
、
事
業
者
そ
の
他
の
大
和
川
流
域
に
係
る
関
係
者
に
よ
る
継
続
的
な
取
組
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み
、
大
和
川
流
域
に
係
る
関
係
者
が
相
互
に
連
携
し
、
及
び
協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
推
進
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
県
の
責
務
）

第
四
条

県
は
、
前
条
に
定
め
る
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
大
和

川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
推
進
す
る
責
務
を
有
す
る
。

２

県
は
、
大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
の
推
進
に
市
町
村
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、

市
町
村
が
実
施
す
る
大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
に
つ
い
て
、
情
報
の
提
供
、
技
術
的
な
助
言

そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
責
務
を
有
す
る
。

（
県
民
の
責
務
）

第
五
条

県
民
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
県
が
推
進
す
る
大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
河
川
等
へ
の
雨
水

の
流
出
の
抑
制
そ
の
他
の
浸
水
被
害
の
防
止
又
は
軽
減
に
資
す
る
取
組
を
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
行

う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



（
事
業
者
の
責
務
）

第
六
条

事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
大
和
川
流

域
に
お
け
る
総
合
治
水
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
県
が
推
進
す
る
大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水

に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
河
川
等
へ
の
雨
水
の
流
出
の
抑
制
そ
の
他
の
浸
水
被
害
の
防
止
又
は
軽
減

に
資
す
る
取
組
を
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
財
政
上
の
措
置
）

第
七
条

県
は
、
大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
を
推
進
す
る
た
め
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講

ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章

治
水
対
策

第
八
条

県
は
、
大
和
川
水
系
河
川
整
備
計
画
等
に
基
づ
き
、
計
画
的
に
河
川
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
河
川
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
河
川
管
理
施
設
の
的
確
な
維
持
修
繕
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
章

流
域
対
策

（
防
災
調
整
池
等
の
設
置
等
）

第
九
条

特
定
開
発
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、

同
様
と
す
る
。

一

氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所

在
地
）

二

特
定
開
発
行
為
を
行
う
土
地
の
所
在
地

三

特
定
開
発
行
為
の
目
的

四

特
定
開
発
行
為
を
行
う
土
地
の
利
用
の
現
況
及
び
特
定
開
発
行
為
を
行
っ
た
後
の
土
地
の
利
用

の
状
況

五

防
災
調
整
池
等
（
次
項
に
規
定
す
る
防
災
調
整
池
等
を
い
う
。
）
の
設
置
に
関
す
る
計
画

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
規
則
で
定
め
る
事
項

２

特
定
開
発
行
為
を
す
る
者
（
以
下
「
特
定
開
発
行
為
者
」
と
い
う
。
）
は
、
知
事
が
定
め
る
基
準

に
基
づ
き
、
防
災
調
整
池
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
施
設
（
以
下
「
防
災
調
整
池
等
」
と
い
う
。

）
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
監
督
処
分
）

第
十
条

知
事
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
防
災
調
整
池
等
を
設
置
し
な
い
特
定
開
発
行
為

者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
防
災
調
整
池
等
の
設
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。



２

知
事
は
、
特
定
開
発
行
為
者
が
設
置
す
る
防
災
調
整
池
等
が
、
前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
に

適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特
定
開
発
行
為
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
当
該
防
災
調

整
池
等
を
当
該
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
設
置
の
完
了
の
届
出
等
）

第
十
一
条

特
定
開
発
行
為
者
は
、
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
防
災
調
整
池
等
の
設
置
が
完
了
し

た
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
防
災
調
整
池
等
の
管
理
者
そ
の
他
規
則
で
定
め

る
事
項
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
防
災
調
整
池
等
に
つ
い
て
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す

る
基
準
に
適
合
す
る
か
否
か
の
検
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
管
理
者
の
義
務
）

第
十
二
条

防
災
調
整
池
等
の
管
理
者
は
、
知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
、
当
該
防
災
調
整
池
等
の

機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
適
正
な
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
防
災
調
整
池
等
の
管
理
者
が
前
項
の
規
定
に
違
反
し
て
適
正
な
管
理
を
怠
っ
た
と
認
め

る
と
き
は
、
当
該
防
災
調
整
池
等
の
管
理
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
当
該
防
災
調
整
池
等
の
機

能
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

防
災
調
整
池
等
の
管
理
者
が
変
更
し
た
と
き
は
、
新
た
に
当
該
防
災
調
整
池
等
の
管
理
者
と
な
っ

た
者
は
、
遅
滞
な
く
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
）

第
十
三
条

県
は
、
大
和
川
流
域
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
奈
良
県
立
学
校
の
運
動
場
等
に
雨
水
貯
留
浸

透
施
設
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
市
町
村
の
取
組
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
大
和
川
流
域
整
備
計
画
に
基
づ
き
雨
水
貯
留
浸
透

施
設
を
設
置
す
る
市
町
村
に
対
し
、
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

３

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
管
理
者
は
、
知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
、
当
該
雨
水
貯
留
浸
透
施
設

の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
適
正
な
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
た
め
池
治
水
利
用
施
設
）

第
十
四
条

県
は
、
大
和
川
流
域
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
た
め
池
治
水
利
用
施
設
を
整
備
す
る
も
の
と

す
る
。

２

県
は
、
市
町
村
の
取
組
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
大
和
川
流
域
整
備
計
画
に
基
づ
き
た
め
池
治
水
利



用
施
設
を
整
備
す
る
市
町
村
に
対
し
、
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

３

た
め
池
治
水
利
用
施
設
の
管
理
者
は
、
知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
、
当
該
た
め
池
治
水
利
用

施
設
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
適
正
な
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
水
田
貯
留
施
設
）

第
十
五
条

県
は
、
大
和
川
流
域
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
水
田
貯
留
施
設
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
市
町
村
の
取
組
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
大
和
川
流
域
整
備
計
画
に
基
づ
き
水
田
貯
留
施
設

を
整
備
す
る
市
町
村
に
対
し
、
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

３

水
田
貯
留
施
設
の
管
理
者
は
、
知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
、
当
該
水
田
貯
留
施
設
の
機
能
を

維
持
す
る
た
め
、
適
正
な
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
た
め
池
の
保
全
）

第
十
六
条

た
め
池
（
か
ん
が
い
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
所
有
権
又

は
賃
借
権
そ
の
他
の
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
を
有
す
る
者
は
、
当
該
た
め
池
が
有
す
る

雨
水
貯
留
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
当
該
た
め
池
の
保
全
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

満
水
面
積
（
常
時
満
水
位
の
と
き
の
貯
水
面
積
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
千
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
の
た
め
池
の
全
部
又
は
一
部
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
者
（
特
定
開
発
行
為
を
し
よ
う
と

す
る
者
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
同
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
規
則
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所

在
地
）

二

た
め
池
の
名
称
及
び
所
在
地

三

た
め
池
を
廃
止
す
る
目
的

四

た
め
池
を
廃
止
し
た
後
の
土
地
の
利
用
の
状
況

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
規
則
で
定
め
る
事
項

３

満
水
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
た
め
池
の
全
部
又
は
一
部
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

当
該
た
め
池
が
有
す
る
雨
水
貯
留
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
農
地
の
保
全
）

第
十
七
条

農
地
（
農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

農
地
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
所
有
権
又
は
賃
借
権
そ
の
他
の
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と

す
る
権
利
を
有
す
る
者
は
、
当
該
農
地
が
有
す
る
雨
水
貯
留
浸
透
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
当
該
農



地
の
保
全
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
森
林
の
保
全
）

第
十
八
条

森
林
所
有
者
（
森
林
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
森
林
所
有
者
を
い
う
。
）
そ
の
他
権

原
に
基
づ
き
森
林
の
立
木
竹
又
は
土
地
の
使
用
又
は
収
益
を
す
る
者
は
、
当
該
森
林
が
有
す
る
雨
水

貯
留
浸
透
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
当
該
森
林
の
保
全
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
立
入
検
査
等
）

第
十
九
条

知
事
は
、
第
九
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
特
定

開
発
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
、
特
定
開
発
行
為
者
若
し
く
は
防
災
調
整
池
等
の
管
理
者
に
対
し
そ

の
業
務
に
関
し
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
特
定
開
発
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
若
し
く
は
特

定
開
発
行
為
者
の
事
務
所
、
特
定
開
発
行
為
の
対
象
と
な
る
土
地
、
防
災
調
整
池
等
そ
の
他
の
場
所

に
立
ち
入
り
、
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者

に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し

て
は
な
ら
な
い
。

第
四
章

土
地
利
用
対
策

（
市
街
化
編
入
抑
制
区
域
の
指
定
等
）

第
二
十
条

県
は
、
浸
水
被
害
を
防
止
し
、
又
は
軽
減
す
る
た
め
、
市
街
化
編
入
抑
制
区
域
（
都
市
計

画
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
街
化
調
整
区
域
内
の
土
地
の
区
域
で
あ
っ
て
、
十
年
に
つ
き
一

回
の
割
合
で
発
生
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
降
雨
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
浸
水
深
が

五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
地
の
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

県
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
市
街
化
編
入
抑
制
区
域
を
指
定
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
公
表
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
規
定
は
、
市
街
化
編
入
抑
制
区
域
の
指
定
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
市
街
化
区
域
へ
の
編
入
の
抑
制
）

第
二
十
一
条

県
は
、
都
市
計
画
法
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
区
域
区
分
に
関
す
る
都
市

計
画
を
同
法
第
十
八
条
第
一
項
（
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
決
定
し
、
又
は
変
更
す
る
と
き
は
、
原
則
と
し
て
、
市
街
化
編
入
抑
制
区
域
を
新
た

に
同
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
街
化
区
域
と
し
て
定
め
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
著
し



い
浸
水
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
が
実
施
さ
れ
、
又
は
確
実
に
実
施
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
五
章

支
川
流
域
市
町
村
と
の
連
携

（
支
川
流
域
市
町
村
と
の
協
定
）

第
二
十
二
条

県
は
、
大
和
川
の
支
川
の
流
域
に
お
い
て
上
流
及
び
下
流
が
一
体
と
な
っ
た
施
策
を
推

進
し
、
並
び
に
大
和
川
の
支
川
の
流
域
の
市
町
村
（
以
下
「
支
川
流
域
市
町
村
」
と
い
う
。
）
の
ま

ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
支
川
流
域
市
町
村
そ
の
他
事
業
者
と
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
協
定
に
基
づ
く
計
画
）

第
二
十
三
条

県
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
支
川
流
域
市
町
村
と
協
定
を
締
結
し
た
と
き
は
、
当
該
支

川
流
域
市
町
村
に
係
る
大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
の
推
進
に
関
す
る
計
画
を
当
該
支
川
流
域

市
町
村
と
策
定
し
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
毎
年
度
一
回
、
前
項
の
計
画
に
記
載
さ
れ
た
施
策
の
実
施
状
況
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

３

県
は
、
第
一
項
の
計
画
に
記
載
さ
れ
た
施
策
に
つ
い
て
、
県
が
実
施
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
積
極

的
に
推
進
し
、
支
川
流
域
市
町
村
が
実
施
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
積
極
的
に
支
援
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
章

雑
則

第
二
十
四
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則

で
定
め
る
。

第
七
章

罰
則

第
二
十
五
条

第
十
条
又
は
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の

懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
二
十
六
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

二

第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規

定
に
よ
る
立
入
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
若
し
く
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ

ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者

第
二
十
七
条

第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
は
、
五

万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

第
二
十
八
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ

の
法
人
又
は
人
の
事
務
に
関
し
、
第
二
十
五
条
又
は
第
二
十
六
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行



為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
九
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、

第
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
九
条
並
び
に
第
二
十
五
条
か
ら
第
二
十
八
条
ま
で
の
規
定
は
、

同
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

第
九
条
の
規
定
は
、
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
一
部
施
行
日
」
と

い
う
。
）
以
後
に
第
二
条
第
八
号
に
掲
げ
る
許
可
又
は
認
可
を
必
要
と
す
る
者
が
当
該
許
可
又
は
認

可
を
求
め
る
申
請
を
行
っ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
申
請
に
係
る
特
定
開
発
行
為
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

３

第
十
二
条
の
規
定
は
、
一
部
施
行
日
以
後
に
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
防
災
調

整
池
等
の
管
理
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
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